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第1895回例会 令和8年4月2日
12：30～13：30 創立40周年

○ソング
　◦君が代
　◦奉仕の理想
○スマイルBOX
　◦藤田龍文会長（本日は、PELS報告会、青木会長エレクト、ありがとうございました。記念コンペま

であと３日、式典まであと９日、かわらず会員皆様の御協力よろしくお願いします。）
　◦運天直人幹事（青木エレクトありがとうございました。いよいよ周年まで２週間となりました。本年

度のメインイベントですので皆様どうぞよろしくお願い致します。）
　◦十文字光伸会員（本日は誕生祝いありがとうございました。）
　◦大住由香里会員（誕生日のお祝いありがとうございます。53才を大切に過ごしていけるよう頑張りま

す。）
　◦櫻岡俊之会員（結婚記念日の祝いありがとうございました。）
　◦関谷亮一会員（いよいよ白河にも桜前線がやって参りました。桜の中での40周年うれしいですね。周

年うれしいですね。本日誕生祝を頂きありがとうございました。）
　◦緑川直人会員（誕生日のお祝いありがとうございます。これからもゆっくりと年を重ねていければと

思っております。）
　◦瀬谷隆志会員（結婚のお祝いありがとうござい

ます。これからもよろしくお願い致します。）
　◦沼田重一会員（先月29日、結婚記念日でおい

しい野菜ありがとうございました。妻は届いた日、
満面の笑みで優しくしてくれました。その１日だ
けの幸せにスマイルします。）
　◦齋藤愛会員（少しの間、お休みをいただいてお

りました。今月より心機一転、どうぞよろしくお
願い致します。）
　◦遠藤敦会員（青木大、会長エレクト研修報告卓

話有難う御座いました。参考になりました。）
　◦金田昇会員（地区３大セミナーの会長エレクト

ラーニングセミナークラブ皆様にお世話になり無
事終了できました。ありがとうございました。）

A  出席免除を受けていない正会員数 １８名

B  出 席 免 除 の 適 用 正 会 員 数 １７

T  全 正 会 員 数 ７５名

C  Ⓐの出席者数 ３１名

D  Ⓐのメイクアップ 者数 ０名

E  Ⓑ の 出 席 者 数 １２名
G ＝ Ⓒ ＋ Ⓓ ＋ Ⓔ

（メイクアップ補填後の出席会員数） ４３名

H ＝ Ⓣ － （ Ⓑ － Ⓔ ） ７０
I ＝ Ⓖ ／ Ⓗ × 1 0 0

（例会出席率） ６１.４％

第1895回例会出席状況� （R8年4月2日)
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■会長の時間� 藤田龍文会長
　皆さん、こんにちは。いよいよ新年度とな
りまして、4月の大変ですね慌ただしい中、
またお集まりいただきまして誠にありがとう
ございます。新年度ということでちょっと調
べてきましたが、ロータリーの年度は7月か
ら6月ということで入会当初ですね、とても
不思議な区切りだなと思っておりましたが

ちょっと調べてみますと、ロータリーこの7月6月の年度の区切り
というのは設立当初はロータリーが発足当初は決まってなか
ったということです。そして1971年、約50年前ぐらいに設立当
初からおこなってた世界大会というのが常に6月だったそうで
す。それでいろいろな事を決めてたということで、それでちゃん
と決めましょうということで1971年にロータリーの年度が7月か
ら6月というふうに決まってきたそうでございます。まあちょっと
豆知識で、頭に入れてていただければと思います。本日例会
はですね、会長エレクトの研修報告会ということで、3月28、29
日で最近はＰＥＬＳセミナーと言うらしいんですが、そちらのほ
うで青木会長エレクトが受講してまいりましたので、そちらの
ほう今日は一日、次年度の方向性をいろいろお知らせ願える
かと思います。そして、このＰＥＬＳセミナーに関しましては次年
度金田ガバナー輩出ということもありまして、金田ガバナーの
ほうも講師というか先導役の筆頭としていろいろお話をいた
だきましたし、矢田部会員をはじめですね、多くの会員の方が
当時のセミナーのお手伝い行っていただけたということで、心
より感謝申し上げたいと思います。皆さんに本日お知らせす
る話題が二つありまして、一つは企業会員でもありました鈴
木満会員がですね、3月31日付けでお務めの会社を退社さ
れたということもありまして、企業会員ということなので連動し
て退会ということのお届けを受けました。その他ですね、先日
当クラブの佐川京子会員のご主人様が4月1日にご逝去され
たということですので、今週の4月4日がお通夜。4月5日が告
別式という日程となっておりますので、先日のことですのでまだ
お知らせ等流れてないかもしれませんが、今週末がお通夜、
告別式という日程となっております。先程の鈴木満会員の退
会も3月31日付で受理ということになりましたので、現在の会
員数は75名ということになります。今週末の記念コンペや式
典に関しましては、出欠を皆さんに回させていただいて、記念
式典のほう約9割近い会員のご参加いただきますことを心よ
り感謝申し上げます。その他ですね、今年度式典に向けてい
ろいろうち合わせがございますので、その辺も例会前後含め
ていろいろ皆さんでまた煮詰めていただければと思いますし、
来週の例会は決起大会という名前のもとで、最終の連絡を
皆さんにお伝えするという形になると思います。名前は決起
大会ですが、先程もちょっとご質問されたんですが通常の例
会となります。飲み例会ではございませんので、通常の例会と
なりますが皆さんに最後のいろいろな部分をお伝えする例会
になるかと思いますので是非よろしくお願いしたいと思います。
それでは本日、報告会ということでよろしくお願いいたします。

本日のプログラム

（２）

■幹事報告運天直人幹事
○米山記念奨学会理事長　若林紀男　事務局長　峯純
子 : 奨学生の世話依頼について
○泉田ガバナー事務所 : 財団室ＮＥＷＳ2026年４月号
○ＲＬＩ日本支部委員長 : 2025年手続き要覧　印刷出版の
誤案内
○白河ユネスコ協会会長　小野利廣 : 「福島県のユネス
コ」第44号及び「ユネスコしらかわ」第324号について（送
付）
○米山梅吉記念館理事長　松村友吉 : 賛助会ご入会の
お願い
○㈱生駒時計店 : CATALOGUE　2026ー2027

■各委員会報告
●次年度青少年委員会� 大竹憂子会員

　皆さん、こんにちは。今年度はわたくし
国際奉仕委員会のほうなんですが、交
換留学生について担当となっております
ので、交換留学生の今までの結果報告
的なものをさせていただきたいと思います。
交換留学生来るのが決まりまして、台湾
の方でティン・ジョンウさんていう16歳、高

校1年生が来ることになりました。女の子ですので受け入れ
先の家族、これを募集を皆さんにかけて是非受け入れてい
ただける方をお願いしたいと思っています。というのは、ホスト
ファミリーになるのを最低でも3カ所ぐらい確保したいというこ
とがありまして、できれば一番理想なのは同じぐらいの女の
子がいるご家庭。これが一番理想ではありますが、なかなか
そこは難しい点もあるかと思いますので、うちみてもいいよと
いう方がいらっしゃったら是非ご協力をいただきたいと思いま
す。一年間でまず3か月から4か月ぐらいが一つのファミリーが
引き受けるような感じで、少なくても3家族は欲しいというふう
な地区からの説明もありましたので、できれば私の理想として
は4か所5か所ぐらい挙げといて3カ所ぐらいでとどまる。それ
ぐらいが理想なのかなと思っております。本人の家庭環境に
慣れるかどうかという点もございますので、そこはもしどうして
も合わない場合は別なご家庭にお願いできるような形を今の
段階で取っておきたいと思いますのでお願いいたします。そ
れとこれは実は3月4月で全部決めてしまわなければいけない
ことだったんですが、相手方がなかなか決まらなかったので
2～3日前にようやくその台湾ということが決まりまして、台中か
らいらっしゃるそのティン・ジョンウさんという方が決まりましたと
いう報告がありましたので、急遽急ぎなんですが今月中には
必ずホストファミリー。それから、カウンセラーはもうお願いして
決まっているのでどうにかなるかと思うんですが、まずはホスト
ファミリーをできれば20日ぐらいまでには決めて提出したいと
思いますので、皆さん是非ご協力の程をよろしくお願いいたし
ます。うち引き受けてもいいよという方がいらっしゃったら、是
非大竹のほうまで一声おかけいただけるとありがたいと思い
ますので、申し訳ありません、時間がないということもあります
ので、是非皆さんご健闘をお願いいたします。それからです
ね、それと伴って以前クリスマス例会の時にちょっと何人かに
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お願いと書いていただいたりしたんですが、青少年ボランティ
ア誓約書、これを書いていただくのに青少年ボランティア、こ
れに関しては例えばその留学生の子がこちらに来ている期
間にどこかへ連れてくとか、例えば例会に連れてくる、または
送っていく、そういった時に同行する方。これを一定の方に決
めてしまうと、なかなかやっぱり動きがしづらい。また、イベント
なんかあった時にお連れしていただくとか、そういうことも日程
的に決めた方では難しい場合もありますので、できるだけ会
員の皆さん、ほとんどの皆さんからこのボランティア誓約書と
いうものを書いていただきたいと思います。事前にクリスマス
例会で書いていただいたものに関しては、ちょっと書き方がや
っぱり駄目だったということで改めて書かなければいけないと
いうことがありまして、ある程度書類を作りましてサインをいた
だくだけで済むようにしたいと思います。また、この誓約書とか
交換留学生の書類関係すべてなんですけど、サインをする
場合青いペンでないといけないという注意点がございますの
で、青いペンも準備しておりますのでペンと一緒にお渡ししま
すので、是非後程ご記入いただけるように準備したいと思い
ます。これも4月いっぱいには提出しなければいけない書類な
ので、皆さん急がせて申し訳ありませんがご協力是非よろしく
お願いいたします。以上ですね。とりあえず、今のところ急ぎ決
まった点として皆さんに報告できるのは以上でございます。で
は皆さん、ご協力本当によろしくお願いいたします。

●雑誌広報渉外委員会� 緑川直人副委員長
　皆さん、こんにちは。雑誌広報委員会よ
り、今月の『ロータリーの友』4月号の読み
どころをご説明させていただきます。まず、
横書きの5ページ目からになるんですけど
も、これが「日本から世界へ　未来の地
球に贈る希望の種」ということで、新潟西
ロータリークラブさんがこれ世界に広げた

という、日本が発祥として広げたという運動を今2022年から
長期の計画としてやっておられます。タイのロータリーさんの
学友から一通のメールが来たことがきっかけで、こういった大
きな長いスパンのこういう事業をされてるということですので、
その人と人の繋がりというのは素晴らしいなと感じました。ポリ
オウィルスによる症例数なんですけども、2026年は今のところ
すべてゼロになっております。これも皆様のご協力のおかげだ
と思います。引き続きこの運動で頑張っていきたいと思います。
続きまして縦書きのほうに移りまして、開いていただくと一番最
初の特集で、女子プロレスラー長与千種さんの一文というか
こちらが書いてあるんですけども、ご苦労されて女子プロレス
ラーになりました。今は育てられてきたものを育てる立場、育て
る立場から経営というそちらのほうにまで今やられているそう
でご苦労されて今があると、どんどんご苦労されてることはい
いのかなと思いますので、こういったことを読んでいただけれ
ば勉強になると思います。以上でございます。

●三大セミナー実行委員会� 矢田部錦四郎委員長
　皆さん、こんにちは。先日の会長エレク
トラーニングセミナーお手伝いをいただい
た方、本当にありがとうございました。なん
とか無事にちらほらとあちこちにミスはあ
ったのですが、皆さん喜んで帰っていた
だきました。本当にありがとうございました。
それと今度5月17日にですね、磐梯熱海

温泉「華の湯」で約600か700名、2530地区の地区の役員、
そして各クラブの役員、会員の皆様参加で盛大に研修会が
おこなわれます。この時は実行委員会のメンバーと、あとそこ
に参加するメンバー沢山いると思うんですね。いろんな当日
の用事があると思うんです。特にお出迎え、それと駐車場係
も500台から600台の車を整理しなきゃならない案内しなきゃ
ならないという部分もあるので、想定外のこと沢山あると思う
んですが、できるだけ多くのメンバーでこの三大研修の最後
を乗り切っていきたいと思います。そして、金田年度をしっかり
と盛り上げるような雰囲気を作ってですね、今年の三大研修
を締めくくっていきたいと思いますので、皆さんのご協力よろし
くお願いしたいと思います。以上です。

●親睦活動委員会� 十文字宗博委員長
結婚記念日
成井正之会員、宮本多可夫会員、居川孝男会員、佐藤幸
彦会員、櫻岡敏之会員、島田修一会員、中嶋一貴会員、瀬
谷隆志会員、渡辺道直会員、十文字俊之会員
誕生日
関谷亮一会員、宮本多可夫会員、鳴島三夫会員、高田久
美子会員、十文字光伸会員、緑川直人会員、大住由香里
会員、上杉謙太郎会員、服部博幸会員

　今月4月23日におこなわれます観桜会のご案内だったんで
すけども、出欠16日までに出していただきたいということだった
んですけども、本日ご参会の皆様にはこれからこちら回します
ので○×付けていただければと思います。

■本日のプログラム
●会長エレクト研修報告会� 青木大会長エレクト

　会長エレクトラーニングセミナーの報告
をさせていただきたいと思います。昔はＰ
ＥＴＳと呼んでたらしいですが、今は名前
が変わりましてＰＥＬＳですね。来年、金田
ガバナーが輩出するということで、この地
区研修会ですね、その金田ガバナーの
思いのもと開催をされてます。2月には来
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年の地区役員の1回目の勉強会がありまして、今回は地区
の中の各会長ですね。そこのロータリーの会長になられる方
が集まった勉強会というのを今回開催をしました。5月には今
度は各クラブの委員長の方達向けにまた研修会があるとい
うことで、これがこの地区の三大セミナーと言われる事業だと
いうのを今回受講してみて初めて知ったようなことが沢山あ
りました。その会長エレクト向けの勉強会の報告をさせてい
ただければと思います。まず初めに、金田ガバナー予定者が
話をされて来年の会長のいろいろ勉強をさせていただきまし
て「八幡屋」のほうに10時集合で10時半から開始だったん
ですが、僕はもう10時開始だと思って急いで行ったら着いた
のが9時55分で、うわぁぎりぎりだなと思って着いたらまだあん
まり人が多くなくてこれから受付ですよみたいな感じなわけで
すね。それ以上に、白河西ロータリークラブのメンバーが沢山
いて、そっちのほうがびっくりしまして、すいません僕何もしなく
て何も知らなくて事前のお手伝いもせずにのうのうとこの時間
に着いて申し訳ありませんでしたというようなぐらい、駐車場で
お迎えをしていたり、受付にいたり、会場までの誘導をしてい
たりと。山口ＳＡＡが会場はこちらですと案内している姿を見
て非常に感動させていただきました。あなた、ここでまた報告
会あるんだからいっぱい喋れるように学んできなさいみたい事
を言われてそんなスタートを切りました。その中で、まず金田さ
んが1月11日から15日にフロリダのオーランドのほうでＲＩ会長
とのセミナーというんですかね。研修会に参加した話をされて
おりました。会場はこんな雰囲気だよというようなところと、これ
は日本のガバナーの人たちが一堂に会して写真を撮られて
るんですかね。来年の会長はといいますと、このオラインカ・ハ
キーム・ババロラさんという方が来年のＲＩ会長ということになり
ます。こちらの方はアフリカの方で石油関係の仕事をしてい
るということです。この人もなるまでにはローターアクトとかも経
験されて会長になられたということで、まずはロータリーに入る
にあたっても少し紆余曲折というものがあったらしいです。ま
ずは、来年の会長メッセージとしては「持続可能なインパクト
を生み出そう」というようなスローガンのもと「Create Lasting 
Impact」ということで、来年はこのスローガンのもと一年間活
動していくという形になります。そして、エンドポリオということ
でこちらのミッションも残りの1パーセントをしっかりとクリアをし
て根絶していこうという動きになってるんですね。その中で話
を聞いてて、このＲＩ会長の思い出、入会にいたるまでの話を
お聞きすることがありました。この方がロータリーに入る時にロ
ーターアクトとして所属していたのでロータリーに入会しようと
した時に、まずこういう会場に参加したそうです。その時のク
ラブの中では、招待を受けてないでしょうみたいな、その時の
クラブの会長がここで何をしてるんだというような事を言って
自分はロータリーの入会するために来てるんだっていう話で
した。そこから、そこの会長はあなたには入会する権利ない
ですよ、招待が必要ですよというような話をしたということです。
ただ、ローターアクトを経験してるのでその会長は子供が親
の家に入るのに招待状が必要とは知りませんでしたというよ
うな話をしたということです。もちろんローターアクトということは、
その下部組織なわけですからそこに所属してる人がロータリ
ーに入るのにそれほど必要ななんていうんですかね、許可が

必要なのかと思うのも当たり前になります。そんなことを言った
時に、別な会員から私があなたの推薦人になりますよというよ
うな話があってロータリーに入れたというような話でした。それ
だけやっぱり、ロータリーに入るには推薦人というのが結構重
要なんだなというのを改めて感じるような話でした。出席の義
務だとか、いろいろ例会とかいろいろなところで結構言われる
と思うんですけど、そこをしっかりとフォローしていくのが推薦
人の仕事であるでしょうし、今ロータリーに入会してから辞め
られる方の多くの人が3年以内の方が多いそうです。100人
入れても微増とか減ってくということは辞められてく方が多い
ですね。もちろん、高齢になって辞められる方ももちろんいるん
でしょうけど、それ以上には入って半年とか1年ぐらいの期間
に辞めていかれる方が非常に多いというような話を聞きまし
た。地区目標としては、来年100人の純増を目指すということ
であります。この白河西ロータリークラブの目標は県南地区で
13名で、西は3名純増が一つの目標なんですけど、その中で
も女性会員は会員比率の10％を目指しましょうというようなとこ
ろが当クラブでは与えられてるようなところでもあります。ただ、
今回みたいに減してしまうと純増したら3ではきかなくて多分5
から6ぐらいを入会させていく必要があるのかなと思います。3
月の時点でメンバーが亡くなられたり、いろいろしてますので
最低でもやっぱり80人ぐらいを目標に拡大をしていきたいと思
っております。ロータリーの体験がその時には必要なんだよと
いう、活動するにあたって活動の価値を見いだせないから辞
めていかれる退会してしまうんだと。なので、その3年間をしっ
かりとフォローしてあげる。ロータリーに所属している価値を見
いだしてあげることが必要なんだというような話をしておりまし
た。ここであがってきてるのは一人はこのコロナのパンデミック
の時に旦那さんが亡くなってしまって悲しみの中にいる中、ロ
ータリーから奥さんのほうに是非参加してくださいということで
居場所を作ってもらえたというような話で、やっぱりロータリー
はいいものなんだということで改めて価値を感じたという話で
あります。なので、今ここに出てきてる皆さん方はロータリーに
関して価値を見いだしてる人達ですね。ただ、参加してない
方も同じく半分ぐらいいると思うんですけども、そういった方達
にしっかりと活動の良さを感じてもらうきっかけを作るというの
がこれから必要なことなのではないのかなというふうに私は
感じております。これが金田ガバナーを前にして僕が説明す
るようなことでもないと思うんですが、来年の地区のスローガ
ンになります。「連携と連帯で持続可能なインパクトを生み出
そう」というスローガンのもと一年間活動してく、まあ活動はス
タートしてるんですが、こういった連携と連帯というところを強
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調して活動していくという形になっております。すべてはクラブ
活性化のためにということで、いろんなクラブが本当に県内に
はあります。少ないところだと10人を切ってるクラブもあります
し、私達みたいな80人近いクラブ、一律に扱うということはな
いにしてもその自分達ができないような部分を協力して活動
してくというところで、その近隣のクラブとも連携そして連帯を
組みながら活動を後押ししていきましょうということを挙げてお
ります。西クラブでいえば今度観桜会。矢吹ロータリークラブ
さんとやりますけど、これは連携ですよね。そこに本当に連帯
まであるのかというようなところも実際に問われているようなと
ころがあります。連帯はじゃあ何をしてくのかといったら、やは
りもう少し事業を掘り下げて一緒に何か活動もですね、連帯
を組みながらできるような、例会だけじゃなくてその先に繋が
るような活動もできたらというふうに、この連帯という言葉の中
から感じさせていただきました。来年度は米山の奨学生も受
け入れますし、交換留学生の子も受け入れをさせていただき
ます。そういった意味では、皆さんの協力もなければ進んで
いきませんし、ましてや交換留学生にあたっては学校が石川
という部分もありますので、そういった他の県南のロータリーク
ラブとも連帯を組みながら活動できたらというふうに思ってお
ります。クラブ増強はなんでしてくのかということは、入会者の
意識を変えて成長に繋げてくということを組み入れながらや
ってきましょうということであります。この辺は後でまたゆっくり話
ができたらなと思います。中では金田さんからいただいたネク
タイを今日してきたんですけど、会長エレクトのみんなにネクタ
イとバッチと配られて、みんなでやっぱり同じ方向を向いてい
きましょうという意識を植え付けるためにも揃えた物をしてくと
いうことだと思いますので、再来週の周年には同じようなもの
を付けてやるでしょうから、そこも西クラブとして一つの同じ方
向を向くためには必要なものが会長から、あっ襷ですね。新し
い襷を付けてみんなでお出迎えしましょうということなので、そ
んなこともやりたいなと思っております。それと、マイロータリー
というのを登録はもう皆さんされてると思うんですけど、なかな
かログインする機会って少ないですよね。今回は世界大会の
登録であったりだとか、いろいろなところでログインした方少し
いると思うんですけど。その中でこういった戦略、計画、プロセ
スだとか、クラブ目標だとか、いろんなものを登録できるような
形になってきてます。ですので、紙ベースの資料からどんどん
そういったデジタルベースのものに変わってくると思いますの
で、皆さん方もマイロータリーを是非、月に一回ぐらいはログイ
ンしてみたらいいんじゃないのかなと、新しい情報が載ってた
りすると思います。その後はロータリーの変革というような話を
貴重なお話を聞かせていただけたり、会長の役割と責務とい
うような厳しいお題のもと、なんか怒られてるのか何されてる
のかわからないようなお話もいただいたり未来の話も出てきた
りしましたし、それ以上に一番なんていうんですかね。山形県
の寒河江ロータリークラブのガバナーを経験された、2017年
か2018年に経験をされた方が、基調講演をしていただけた
んですね。非常に良い話という一言ですとちょっと失礼なくら
い、今ちょっと簡単に言っちゃいましたけど。素晴らしい真のロ
ータリアンを育ててくにはみたいなところからこの経験談を話
されまして、それほど大きいクラブではないけど、すべてのメン

バーがそのガバナーに協力をしてもらって支援をしていたとい
う話でした。多分来年度のＩＭは東白川さんのほうで多分主
幹してやると思うんですけども、その時に話してもらいたいな
みたいな話をしてたので、ちょっと同じ話ができるわけじゃない
のでその時にこの2年3年5年後どういうふうにしてやるのかと
いうのとか、あとはもともとやっぱりクラブができた時の話からじ
ゃあどう考えるのかみたいな、考え方みたいな話を聞けたの
が非常に自分の中では為になったなというふうに思っておりま
す。こういったとこの話なんですけど、人を入れてっても辞めて
ったら意味がないよねと。穴の開いたバケツに水を注ぎ続け
ますか。それは増やすという意味にはなかなかならないです
よね。あと、その辞めてった人がやっぱり価値ないよねって言
われたら公共イメージというか、そのクラブのイメージが上がり
ますかみたいな。なので、しっかりとフォローしていきましょうね
みたいな話だったというふうに思います。すごくいい話だと思
ったんですけど、なんかここで喋ろうと出てこないのも一つだ
なって。多分皆さん方には直接聞いてもらいたいんだなって
僕の心の中で思ってるので言葉にならないと思うんですけど、
クラブ奉仕とは何でしょうか。クラブ奉仕というのはどこに主
語があるんですかねみたいな。会員なんですか、それともクラ
ブなんですかみたいなような話とか。その辺はやっぱりさらっと
こう見ながら感じてもらえたらさわりでわかりますので、是非と
も2月の時に聞いてもらいたいなと思っております。その手続き
要覧だとかいろんなものも、やっぱりしっかりと読み込んでいく
とそこに書いてあると。なんだったらやっぱり原文を読むという
のが必要だったりするっていうふうに言ってます。それは寛容
とか奉仕とか、その訳し方によって全然違ってきて、やっぱり
原文を一回見るというのは結構大切だと思います。これは青
年会議所というＪＣのほうでもやっぱり原文とその和訳は乖離
があって、その受け止め方というか訳した年代とか人によって
も言葉って変わるので、しっかりとそこを両方読めたらいいも
のになるんだよと。このクラブ目標に関しても、1927年にできた
ものからどんどんと更新はされてってる訳ですね。なので、職
業分類はなくなったわけではないけど職業分類としては規制
がなくなっただけで、分類はするんですよという話をされたり。
だから、単純に職業分類はやっぱりちゃんとクラブとして入会
する時には付けますよね。なので、そういったところは残しつ
つも、その一業種一者ではなくなったりだとかしてるから変わ
ってきてる部分と元々の部分としっかりと考えていきましょうと
いうような話もされてました。クラブ会員がクラブに対して果た
す義務とか、クラブがクラブ会員に対して果たす責任と、いろ
いろありますよという。クラブ奉仕というのはこういったとこに書
いてありますよと。このクラブ会員はクラブの中でロータリアンと
して成長、発展しなくてはならないですよね。自分自身の向上
のみならず他の会員の向上も、そしてクラブの成長発展にも
貢献することが必要です。クラブは会員の成長、発展を促し、
援助しなければならない。そういった役割を持ちながらやるの
でやってくださいというふうに言われました。2時間ぐらい話を
聞いてた内容を10分とかで喋るような事じゃないんですけど
是非とも『マイロータリー』なんかも読んでみたらいいと思いま
す。この鈴木さんが言ってたのは、やはりまた例会に参加した
くなるような例会をしっかりとやることが大切なんですよというよ
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うなことを言ってました。会長は会長として命を削りながらスピ
ーチをしてくださいということを言っておりました。会長、命を削
るスピーチが必要だそうです。そんな話を聞かされてなかな
かハードル上がったなみたいなことを聞いてたんですけど、少
しでも参加して良かったなと思えるような例会を作ってくという
のはやっぱりクラブの活動の根幹であると思いますし、参加し
て楽しくなければ意味がなかったり、そこに価値を見いだせ
ないようであれば、やっぱり長続きがしないなというふうに思っ
ています。いろんな役割を与えられたからこそ出てくるタイミン
グもあると思いますので、いろんな人たちがいろんな役割をし
っかりと担ってもらいたいというふうに私は来年思ってますし、
来年はガバナー出ますので物凄く役割いっぱいありますから、
役割がなくてつまらないなということはありませんので、しっかり
と協力をしてお力をお借りして皆さんと共に成長できるような
一年にしたいというふうに思っております。この中で会員増強
もそうなんですけど、地区のほうでは地区大会が赤字になっ
てしまったということの報告もありました。これからのいろんな
物価高だったり円安になってるとこもあるので、世界のお金は
ドルで払いますから円安だといっぱい払わなくちゃいけない
んですね。いっぱい払わなくちゃいけないということは、いっぱ
いクラブのお金も無くなるんです。3年間は特別会費で補いま
しょうとしてますけど、でも近い将来やっぱりクラブの年会費も
上げてく必要があるというふうに僕は思います。クラブの年会
費を上げるのか、それとも昼食代を取って昼食に充ててる費
用をクラブの運営費に回すのかみたいなところは話をしてい
く必要あると思いますけど、そういったところもあんまり先延ば
しにせずに会費なんかも僕は月2万円ぐらいにして24万ぐら
い、ちょっと極端ですかね。6万は極端だとすれば、毎年段階
的に2万円ぐらいづつ上げていって3年ぐらいで24万ぐらいに
するとかっていうような考え方を少し総会か何かの時に提案
をさせていただきたいなと思っております。他の皆さん方にも
ご協力をいただきながら、来年は運営をしっかりとしていきた
いと思いますし、価値あるものを提供するためにもそういった
ところのお金の部分も是非ともご協力いただきたいと思いま
す。それと、さっきの青少年交換留学生の費用もクラブとして
100万ぐらい多分持ち出さなくちゃいけない形になりますので、
そういった費用の捻出も考えると、どこかで何かしらの手当て
をさせていただきたいと思いますので、それもご協力の程をよ
ろしくお願いしたい
と思います。話がい
ろいろ飛び飛びに
なって会長エレクト
セミナーの報告にな
ったかわかりません
けど、そういった思
いのもと来年はやら
せていただきたいと
思いますので、これ
をもって報告に変え
させていただきます。
どうもありがとうござ
いました。

●金田昇ガバナーエレクト
　青木会長エレクト、ありがとうございま
した。難しい内容沢山あったんですけど、
かいつまんで上手にお話いただけたかな
というふうに思います。それと会長エレクト
セミナー、非常に皆さんのご協力により何
とか終わすことができました。三大セミナ
ーだんだん人数が多くなってきまして、こ

の次は500名を超えるようなクラブリーダーラーニングセミナー
ということです。トレーニングセミナーからラーニングセミナーと
いうことで、ＴからＬになったというふうなことですのでご了承
いただきたいと思います。それと次回またクラブリーダーラーニ
ングセミナーに皆さんのお力添えをいただきながらしっかりや
っていきたいなと思います。三大セミナー、一発目二発目、自
分としては納得できたような内容ではなかった。もっともっと反
省しなくちゃならないところも沢山ありました。会場でもお話さ
せていただきましたが、会長エレクトの勉強会でありましたが
一番勉強できたのは自分なのかなというふうに思ってますし、
皆さん面倒なとこであれですけど誰かに話をして教えてるつ
もりが、本当は自分が教えられてるというような体験というのは
沢山あると思います。私もそんな経験をさせていただきました。
ただ、この次の地区協議会にはそんなこと言ってられません
ので、しっかり地区を引っ張ってけるようなお話と設営をしてい
きたいなというふうに思っております。今日の青木エレクトのお
話を聞きまして、次年度の白河西ロータリークラブの姿が見え
てきたのかなというふうに思いますし、今年も楽しい例会です
が、来年も楽しい例会とクラブの運営ができることを楽しみに
しております。それと、最後にどうしても言いたかったことちゃ
んと言っていただきました。お金のことです。みんな苦労して
ます。地区の方達集まると、どうしようどうしようというお話させ
ていただきましたが、それを敢えて今までずっと誰も言わなか
ったんですけど、今年お前言ってくれということで最後に言わ
せてもらって問題提起したことをちゃんとお話していただけた。
多分、他のクラブもそういうことで次の年、将来に向けての準
備を進めていただけるのかなというふうに思いました。ありが
とうございました。お礼の言葉とさせていただきますと同時に、
地区協議会に向けてご協力をお願いしまして、私からのお礼
とさせていただきます。ありがとうございました。


